
 

カーボンニュートラルは実現するのか？ 
 
 
東京外かく環状道路は都心から約１５ｋｍの圏域を環状

に連絡する延長約８５ｋｍの高規格幹線道路です。西側の

東京区間（関越～東名、以下「外環」）１６.２ｋｍについて

は２００２年からＰＩ外環沿線協議会が行われ、江崎は現在

もＰＩ委員として交通を中心とした分析を続けています。 
２０２０年１０月、政府は２０５０年までに温室効果ガスの

排出を全体としてゼロにする、カーボンニュートラルを目指

すことを宣言しました。カーボンニュートラルとは、温室効

果ガスの排出量と吸収量を均衡させることを意味します。

また東京都は２０３０年までに温室効果ガス排出量を２０００

年比５０％削減するカーボンハーフを目指しています。 
日本のカーボンニュートラル、そして東京都が目指すカ

ーボンハーフは実現するのか考えます。 
 
１．道路分野のカーボンニュートラルの考え方 
道路整備でＣＯ２排出量を削減 

国土交通省は９月５日、「道路におけるカーボンニュート

ラル推進戦略」の中間とりまとめを発表しました。第一に掲

げるのは「道路交通の適正化」、個別施策のトップにある

のは「三大都市圏の環状道路、地方部の高規格道路の整

備や四車線化など、道路ネットワークの構築を推進し、生

産性を高めるとともに、旅行速度を向上させ、ＣＯ２の排出

が少なくなる走行環境を整備」することです。 
 
２．外環千葉区間開通後の実態 
国土交通省関東地方整備局などは６月３０日、外環千

葉区間開通５年後の整備効果を発表しました。「中央環状

線の交通量が減少した」「渋滞損失時間が減少した」と効

果を宣伝しています。しかし開通直後から平日は毎朝、外

環埼玉区間が渋滞するようになりました。 
 
外環埼玉区間の交通量が増加し速度が低下 

関東地方整備局への情報公開請求で入手した資料１）

によると、「外環道（埼玉区間）では１割以上、外環道と圏

央道を結ぶ放射道路では５％以上の交通量が増加してい

る」「京葉道路・東関東道の交通量が１割前後増加してい

る」「外環道（埼玉区間）では全体的な速度は低下傾向に

あり、中には２０％以上低下している区間も見られる」と書

かれています（図１・図２）。効果より影響のほうが大きく見

えます。最新の資料２）にも同様のことが書かれています。 
 
渋滞ワーストランキングの１/３以上が外環埼玉区間 

表１は渋滞ワーストランキングです。平日朝のニュース

番組中７時頃の道路交通情報で、毎朝外環埼玉区間の

渋滞が伝えられていますが、データ上も上位３０箇所中１１

箇所、１/３以上が外環埼玉区間です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
１） オリエンタルコンサルタンツ・計量計画研究所設計共同体「平成３０年度 首都

圏環状道路整備効果検討・検証業務報告書」2019.3、図１・図２の出典も同じ 

２） 計量計画研究所「Ｒ４首都圏道路交通渋滞ボトルネック分析業務報告書」2023.3 
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表１ 高速道路ＩＣ区間別※１・利用あたりの渋滞ワーストランキング※２ 

（平成３１・令和元年 年間合計 午前※３ピーク１時間） 

出典：国土交通省「高速道路の交通状況ランキング」2020.6.8、外環に着色 

毎年発表されていた渋滞ランキングですが、これを最後に発表されなくなりました。 

外環道（埼玉区間）の 
速度が２０％以上低下 中央環状線の速度

は１０％以上向上 

外環道（埼玉区間） 
は交通量が 
１割以上増加 

圏央道（茨城 
区間）の交通量 
が減少 

放射道路の 
交通量が増加 

中央環状線の交通
量は１割以上減少 京葉道路・東関東道 

の交通量が 
１割前後増加 

図１ 外環千葉区間開通前後の 

交通量 全車全日（変化率） 

図２ 外環千葉区間開通 

前後の速度（変化率） 



鉄道からクルマに手段変更 
外環埼玉区間開通後、日常的に利用する交通手段（通

勤・通学）は徒歩・鉄道・電車・バスが減少し自家用車が増

加していました３）。千葉区間についても、開通に伴い普段

の外出における主な交通手段を変更した人のうち「鉄道か

らクルマに変更した方が４６％と最も多い」４）ということです。

その後も道路利用が増加しているようです（図３）。 
２０２１年１２月に改定した「国土交通省環境行動計画」

には、「ＣＯ２排出原単位の小さい輸送手段への転換を図

るモーダルシフト推進」「自家用自動車からの乗換」「公共

交通の利便性向上」なども掲げつつ、一方で「環状道路

等の生産性を高める道路交通ネットワークの構築」を掲げ

約２００万トン-ＣＯ２削減を見込んでおり、全体としてちぐは

ぐです。 
 
３．トンネル構造の外環東京区間は大規模工場２個分 
道路の電力消費量の４０％はトンネルによるもの 
道路に関連して電力を消費する施設には、道路照明、

道路表示板、道の駅、料金所などがあります。全国の道路

（国道、都道府県道、政令市道、高速道路）の電力消費量

約３０６０ＧＷｈ/年のうち、トンネルは約１２２６ＧＷｈ/年で全

体の４０％を占めています（図４）。 
 
外環供用後は２か所で６万６０００ボルトを受電 
世田谷区の西部を通る送電線（路線名「川世線」）は１５

万４０００ボルト２回線、途中から下段に千南線６万６０００ボ

ルト２回線を併架しています５）。東名高速道路近くにある

川世線の鉄塔から外環の東名ジャンクション工事ヤードに

ある門形鉄塔に電線がつながっています（図５）。 
道路会社に確認すると、供用後は、大泉と中央道南側

からそれぞれ６万６０００ボルトの電源を引き込む予定で、

非常時用の予備として東名と中央道北側からも６万６０００

ボルトを引き込む予定だそうです。６万６０００ボルトの受電

というのは大規模工場並み、つまり外環は大規模工場２個

分の電気を必要としているということになります。 
 

 
 
 
３） 江崎「外環埼玉区間の現状」第２１回ＰＩ会議資料 2006.8 および第２２回ＰＩ会議

資料 2006.11、江崎＋ポンポコ『公共事業と市民参加』学芸出版社 2007.6 

４） 長大「Ｈ３０首都国道管内交通調査分析検討業務報告書」2019.3 

５） ポンポコ『ポンポコ新聞』第７９号 2023.9.10「送電線をたどってみました」、砧地

域では、配電用の成城変電所で６６００ボルトに下げ、町なかにある電柱の柱上

変圧器で１００ボルトまたは２００ボルトに下げて各家庭へ届けられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．東京都のカーボンハーフと削減強化 
東京都はカーボンハーフを目指し、９月１９日の都議会

定例会で大規模事業所および中小規模事業所に対し二

酸化炭素の排出削減を強化するための条例の改正案を

提出しました。東京都環境局に確認すると、カーボンハー

フのＣＯ２排出量計算に道路トンネルも含まれるそうです。

外環などの事業によって都内事業所の削減努力が帳消し

にならないか心配です。 
 
このままではカーボンニュートラルもカーボンハーフも実

現は難しいと思われます。「道路におけるカーボンニュート

ラル推進戦略」は中間とりまとめ段階ですし、事実を直視

して施策を見直すべきです。 
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発行所：喜多見ポンポコ会議／担当：江崎美枝子 
http://p-report.jpn.org ＊ contact@p-report.jpn.org 

図４ 出典：国土交通省「道路分野

のカーボンニュートラル推進戦略の

策定の方向性」社会資本整備審議

会 道路分科会 第８０回基本政策

部会 資料３、2023.2.28 

 

トンネルに設置している照明は、ト

ンネルごとに一括して受電している

ことからトンネル設備に含まれてい

ます。（参考資料：国土交通省 国

土技術政策総合研究所「道路施設

のエネルギー有効活用に向けた検

討」土木学会 講演集、2015.10） 
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図３ 高速道路利用の変化 

出典：国土交通省関東地方整備局・ＮＥＸＣＯ東日本・首都高速道路

「東京外かく環状道路（千葉区間）開通５年後の整備効果」2023.6.30 
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